
目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

目指す姿

奈良県フォレスターアカデミーの検討、設置、運営

恒続林、適正人工林、自然林への誘導に関する支援

施業放置林の整備（強度間伐、恒続林・自然林誘導）、

新たな森林環境管理体制に基づく施策

新たな森林環境管理制度の

中核を担う人材の養成

森林の整備・保全推進

新たな森林区分の設置

● ●県内の森林において、想定を上回る規模の山地災害が発

生しており、災害を防ぐには、適切な森林管理・整備と、そ

れを行う人材の確保が必要です。

県では、スイスの森林環境管理制度を参考に新たな森林

環境管理制度の検討を重ねてきました。

●

●

森林の４機能である「森林資源生産・防災・生物多様性保全・レクリエーション」を一元的に管理し、防災機能を重視した「新

たな森林環境管理制度」を導入するため、「奈良県森林環境の維持向上により森林と人との恒久的な共生を図る条例」を制

定します。

制度を担う奈良県フォレスターと森林作業員を養成する奈良県フォレスターアカデミーを設置します。

制度の導入に必要な条例や

人材の養成施設の設置が

進められているんですよ。

４つの機能を高度に発揮さ

せる森林づくりを進めるた

めに、スイスを参考とした

新たな森林環境管理制度

を運用するんだ。

令和6年度までに奈良県フォレスターアカデミー等で学んだ奈良県フォレスターを

10名市町村に配置します。

スイスの森林を参考とした健康な森林の区分の設定

施業放置林の間伐後の状況（明日香村） 恒続林 適正人工林 天然林・自然林
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新たな森林管理体制準備室調べ

スイスで森林環境管理体制を

学んだ人の数（累計）

(131) 新たな森林環境管理制度の構築、(132) 森林防災体制の充実
(133) 奈良県フォレスター制度の確立、フォレスターアカデミーの設置

Ⅶ 豊かな「都」をつくる ～県内の農・畜産・水産業・林業の振興、農村活性化、森林を護る施策を進める～

24. 森林環境
管理・林業振興

25


